
第18回 RCC ラジオ・チャリティ・ミュージックソンは入社2年目・楠本麗奈アナウンサーが
メインパーソナリティを務めました。パーソナリティが発する「声」には何ができるのか。そ
して、それを聴いたリスナーと伝えることの大切さを噛み締める時間となりました。
メイン会場の「ゆめタウン広島」では、STU48・池田裕楽さん、お笑い芸人・東京ホテイソン、
カープ選手のトークショーや音楽ステージ、パーソナリティによるテーマソング「メロディ」
の歌唱で、温かい笑顔と歌声に包まれた2日間となりました。
RCCラジオへ集まった募金は4,349,148円（12月25日）この浄財は、目の不自由な方が安心
して街が歩けるように「音の出る信号機」の設置のために使わせていただきます。
私たちの声とリスナーとの想いが、誰かの安全な一歩を支えていくことになります。
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第18回 RCC ラジオ・チャリティ･ミュージックソン

《12/24（水）正午～12/25（木）正午 特別番組》

テーマ「共に描く未来～この声ができること」

■「入社2年目の私に、一体何ができるんだろう」そう問いかけながら「この声ができること」をテーマに、そ
の答えを探すため特別支援学校へ足を運びました。子供たちの声に耳を傾け支えあう大切さに気づかされました。

■公開生放送は賑やかでたくさんの笑顔に包まれる時間になりました。

■笑いに包まれたゆめタウン広島
「東京ホテイソン」お笑いステージ

■まよなか様さま恒例オークション

■目の不自由な方への取材や出演でじっくりと対話を重ねました。おた
よりは「声の力」をテーマにリスナーからエピソードを募集しました。


	スライド 1



